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An embodied online visitation for NICU newborns and families

NICUの新生児と家族をつなぐ身体性オンライン面会

入院中の赤ちゃんと家族のつながりを支援します

どんな研究
新生児集中治療室（NICU）に赤ちゃんが入院すると、家族は触れ合う機会が制限され、それが愛着形成の困難
や産後うつのリスク上昇につながることがあります。本研究では、遠隔でも赤ちゃんと家族の心身のつながり
を支援する身体性オンライン面会システムを紹介します。

どこが凄い
通常のオンライン面会では赤ちゃんの姿を見ることに留まっていました。身体性オンライン面会では、赤ちゃ
んの実際の心拍に同期した「トクントクン」という心音の振動を映像とともに伝えるデバイスを胸に抱えるこ
とで、離れていても赤ちゃんを抱いているような感覚を体感できます。

めざす未来
対面での面会が難しいときでも、身体性オンライン面会を補助的に活用することで、赤ちゃんとの触れ合いを
体感する機会を増やし、家族の愛着形成や心の健康を支えます。この技術を通じて、物理的な距離や時間の制
約を超えて、家族の絆を深められる未来をめざします。
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